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鈴木正幸社会福祉士事務所 代表 

社会保険労務士法人ひなそよ 代表社労士 

鈴木 正幸（すずき まさゆき） 

 

大学卒業後、一般企業で営業職をする。初めての長期入院を経験した際に医療・保健・福祉

と幅広く活動するソーシャル・ワーカーに憧れる。30歳で福祉分野に転職し、グループホーム・

小規模多機能型居宅介護のスタッフ・管理者やケアハウス生活相談員を歴任する。この間、法

令順守やリスクマネジメント、職員育成事業に深く関わる。社会福祉士事務所・社会保険労務士

事務所開業は、平成２５年４月、その後、社会保険労務士事務所は、法人化し社会保険労務士法

人ひなそよ代表社労士として活動している。弁護士会と社会福祉士会が共同設置している愛

媛県虐待対応専門職チーム運営委員。 

 

愛媛県社会保険労務士会理事 

愛媛県社会福祉士会事務局長 

社会福祉士・社会保険労務士・介護福祉士・介護支援専門員 

 

 

高松太田社労士事務所 代表  

谷川 由紀（たにがわ ゆき） 

 

 大学卒業後、旅行会社に勤務。 その後、結婚を機に人材業界に転職。キャリアカウンセラーと
して転職支援および企業担当業務に携わる。在職中の平成 21 年、社会保険労務士試験に合

格。 勤務社労士を経て、平成 25年に開業。 

通常の社労士業務を行いながら、平成 26 年度より、厚労省委託事業「育休復帰支援プラン

ナー」として、全国約 400社の育児と仕事の両立に悩みをもつ中小企業に対し、“働きやすく、

長く働き続けられる会社”つくりを目指し、企業と従業員双方に対する支援を行う。 平成 28

年からは厚労省委託事業「女性活躍推進アドバイザー」として、および平成 30 年からは高松

市の「女性活躍推進アドバイザー」として、中小企業に対する女性活躍 推進への取組み支援お

よび女性活躍推進セミナー等に多数、登壇。 

合わせて、日本アンガーマネジメント協会のコンサルタント®として、ハラスメン ト防止やコ

ミュニケーション力向上のためのアンガーマネジメント研修を担当。国、 県、市等の行政機関や、

企業・団体、教育機関（中学校、小学校 PTA、保育園等）に て多数の実績がある。 


